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いただいた「中間案」の「がん教育、がんに関する知識の普及啓発」（p.80）の「現状と課題」に外部講
師の活用等を推進する必要がある」との記載は妥当だと思いますが、具体的な資料として次の表をご紹
介したいと存じます。
令和３年度におけるがん教育の実施状況調査の結果
https://www.mext.go.jp/content/20220928-mxt_kenshoku-000023841_3.pdf
の 7 ページ目の表から抜粋です。

読み取れる都道府県のうちでは、神奈川県・千葉県とともに最下位グループを形成しています。

第 4 期がん対策推進基本計画（本年 3 月閣議決定）でも「国は、都道府県及び市町村において、教育委
員会及び衛生主管部局が連携して 会議体を設置し、地域のがん医療を担う医師や患者等の関係団体とも
協力しながら、また、学校医やがん医療に携わる医師、がん患者・経験者等の外部講師を活用しながら、
がん教育が実施されるよう、必要な支援を行う。」とされており、「都道府県及び市町村において、教育委
員会及び衛生主管部局が連携して会議体を設置」することが勧められています。
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文部科学省からの「外部講師を活用したがん教育ガイドライン」（最新版）
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/20210312-mxt_kouhou02-1.pdf
p.8 で紹介されている「組織構築（イメージ図）」を第 4期の 6年間をかけて検討していくこと（A～D方
式のどれかを指定することなく）を計画の「取組の方向性」に入れることと、文部科学省から「がん教育
総合支援事業」を宮城県として受託することをワーキンググループの「がん教育」担当としてはご提案し
たいと思います。


